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⒈組織の概要　

1.    事業者名及び代表者名

有限会社　藤牧商店

　※2021年4月20日より役員変更(共に代表権もつ)

取締役　平岡　一斗　　　　取締役　藤牧　勝郎

2.    所在地

＜事務所＞〒424-0901

　　　　　　　静岡県静岡市清水区三保1376番地の2

　＜車庫1＞〒424-0901

　　　　　　　静岡市清水区三保羽衣脇4054

　＜車庫2＞〒424-0114

　　　　　　　静岡市清水区庵原町字下川原548-22

※    ＜車庫1＞　＜車庫2＞　はいずれも常勤職員なし

３.　会社履歴　　

＜法人設立年月日＞　　平成12年10月6日

＜決　算　期　間＞　　5月1日～翌年4月30日

＜資　　本　　金＞　　　　300万円

４．環境管理の責任者及び担当者氏名・連絡先

　　　環境管理責任者　：　取締役　平岡　一斗

　　　担当者　　　　　：　　　　　近藤　初枝

　　　連絡先　　　　　：　Ｔ　Ｅ　Ｌ　　054－335－8390

　　　　　　　　　　　　　Ｆ　Ａ　Ｘ　　054－335－8391

　　　　　　　　　　　　　ＭＡＩＬ：　gomi.fujimaki@cube.ocn.ne.jp

５．事業の概要

・   産業廃棄物収集運搬業　　

・  一般廃棄物収集運搬業

・　古　物　商　（静岡県公安委員会　第491130001992号）

６．事業の規模（事業年度：当年5月～翌年4月）

2019年度 2020年度 2021年度

売　上　高(千円) 79,026 75,917 86,068

処理 一般廃棄物収集運搬(t) 2695.76 2596.07 2521.18

実績 産業廃棄物収集運搬(t) 192.83 169.25 243.80

従業員数　(人) 8 9 9

延床面積㎡ 1121 1121 1121

受託した廃棄物処理量実績(2020年5月1日～2021年4月30日)　



単位：ｔ

1年間

一般廃棄物 2521.18

廃プラスチック類 209.14

ガラス陶磁器くず 0.60

金属くず 10.74

木くず 15.95

発泡スチロール 2.49

廃油 0.51

動植物性残渣 2.93

蛍光管 0.33

乾電池 0.11

石膏ボード 0.81

がれき 0.16

紙 0.04

合計 2764.99

７．レポートの運用期間及び発行日

　　運用期間  : 2021年　5月1日～2022年4月30日

　　発 行 日　: 2022年　5月20日

８．対象範囲（認証・登録範囲）

　　対象活動　:一般廃棄物の収集運搬、産業廃棄物収集運搬、古物商

　　対象組織　:本社（全組織・全活動）

産業廃棄物

　廃棄物等種類



９.　許可の内容

内　　容 許可№ 許可範囲 種類

02202079247号 静岡県 ・廃プラスチック類

令和3年9月3日 (水銀使用製品産業廃棄物含む)

許可有効期限 令和8年9月2日 ・金属くず

(水銀使用製品産業廃棄物含む)

・ガラスくず・コンクリートくず及び陶器くず

(水銀使用製品産業廃棄物含む)

・汚泥(廃乾電池に限る。)

・廃油

・がれき類

・紙くず

・木くず

・繊維くず

・動植物性残さ

10037号 静岡市内全域 ・事業系一般廃棄物

令和4年4月1日 ・多量一般家庭ごみ

許可有効期限 令和6年3月31日

１０.　保有車輌について（令和4年4月現在）

車輌の種類 最大積載量 台　数

ダンプ 2000㎏ 1台

塵芥車 4350㎏ 1台

同上 1800㎏ 1台

同上 4250㎏ 1台

同上 1650㎏ 1台

同上 1600㎏ 1台

同上 3400㎏ 1台

同上 1150㎏ 1台

同上 4000㎏ 1台

バン 350㎏ 1台

バン 400㎏ 1台

軽乗用車 1台

計 12台

産業廃棄物

収集運搬

一般廃棄物

収集運搬



２．実施体制　　

　　　　　　　　　　　　作成日:2022年5月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 作成者:近藤　初枝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 対象範:全組織・全活動

　　　　　　　　　　　　　　　　 経営責任者

（取締役）　　

平岡　一斗

藤牧　勝郎

環境管理責任者

（取締役）　　　　　

平岡　一斗

　　環境管理事務局

近藤　初枝

遠藤　弘子

　産業廃棄物収集運搬部門　　　　一般廃棄物収集運搬部門　　　　　古紙回収部門

　　　　　責任者　　　　　　　　　　　　責任者　　　　　　　　　　責任者

　　　　藤牧　勝郎　　　　　　　　　　平岡　一斗　　　　　　　　伊藤　広志

　　　

＜経営管理組織における機能＞

　　　経営責任者

　　　　①経営全般に対しての責任と権限

　　　　②環境経営方針の作成と社員への周知

　　　　③環境管理責任者の任命

　　　　④全体の取り組み状況の把握・見直し

　　　　⑤全体の評価と見直し

山梨 信行

萩原 秀昭

朝原 元希

佐野 友昭



環境管理責任者

　①環境経営活動の推進

　②環境経営目標及び環境経営計画の作成

　③環境経営推進会議の実施

　④経営者への進捗状況の報告

ＥＡ－２１活動事務局

　①各部門のデータのまとめ

　②環境経営計画の予実績管理

　③環境負荷・環境への取組みの自己チェック実施

　④文書・記録の管理

各　部　門

　①環境経営計画の実施

　②問題点の把握と是正の実施

　③推進会議の出席

※2021年4月20日より役員変更あり(共に代表権をもつ)

　旧）代表取締役　藤牧　勝郎　　　　新）　取締役　平岡　一斗

　　　　　取締役　平岡　一斗　　　　　　　取締役　藤牧　勝郎　



　⒊　環境経営方針　

　　　　　　　改定日　　2021年　5月　1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有限会社　　藤　牧　商　店

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取締役　　　平　岡　　一　斗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取締役　　　藤　牧　　勝　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日　　2020年　5月　1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有限会社　　藤　牧　商　店

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　藤　牧　　勝　郎

1.省エネルギーに努め、環境負荷である二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、排水量削減に取り組

みます。

　本業である産業廃棄物・一般廃棄物の収集運搬業務を通じて、地球温暖化問題への

取り組みや、地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。

　環境への負荷を出来る限り低減させ、循環型社会の構築に努め、地域に根差した

事業者になることを目指します。

【　環境経営理念　】

【　基本方針　】

　全員で環境経営理念に基づき、環境に与える影響を削減するため、継続して保全活動を展開い

たします。

5.グリーン購入に努めます。

6.基本方針を社内に掲示し全社員に周知されるとともに、環境経営レポートを公開します。

　　1）電気、軽油、ガソリンの使用量削減に努める。

　　2）自社及び収集・運搬廃棄物の資源リサイクル率向上を目指します。

　　3）節水を心がけ、水の有効かつ適正な利用により水道使用量の減少に努める。

2.廃棄物排出事業者（顧客）に対し、廃棄物の分別を指導しリサイクルによる資源化推進及び作

業の効率化を推進します。

3.環境関連法規及び協定等を遵守いたします

4.地域の環境活動に自主的に参加し、取り組みます。



4. 環境経営目標

1.運用期間(2021.5~2022.4）経営目標

基準期間

単位

目標値 目標削減率

Kg-CO2 118,305.39 116,530.80 -1.5%

購入電力 Kwh 6,499 6,401.51 -1.5%

ガソリン L 3,223.11 3,174.76 -1.5%

軽油 L 41,888.45 41,260.12 -1.5%

合計消費燃料L L 45,111.56 44,434.88 -1.5%

15.62 15.38 -1.5%

一般廃棄物排出量 ｔ 0.12 0.11 -1.5%

産業廃棄物排出量 ｔ 0 0.00 -1.5%

㎥ 95 93.57 -1.5%

件 2 2

※2019年度一般・産業廃棄物受託量＋一般廃棄物自社排出量 2888.59 t

基準年度

Kg-CO2 118,305.39 -1.5% -2% -2.5% -3%

購入電力 Kwh 6,499 -1.5% -2% -2.5% -3%

ガソリン L 3,223.11 -1.5% -2% -2.5% -3%

軽油 L 41,888.45 -1.5% -2% -2.5% -3%

合計消費燃料L L 45,111.56 -1.5% -2% -2.5% -3%

15.62 -1.5% -2% -2.5% -3%

一般廃棄物排出量 ｔ 0.12 -1.5% -2% -2.5% -3%

産業廃棄物排出量 ｔ 0 -1.5% -2% -2.5% -3%

㎥ 95 -1.5% -2% -2.5% -3%

件 2 3 3 3 3

運用期間

項目
2019年度

2021年５月~2022年４月

二酸化炭素排出量

廃棄物1ｔ当りの燃料使用量L (軽

油・ガソリンL/廃棄物運搬量ｔ）

水　使　用　量

事務用品のグリーン購入

二

酸

化

炭

素

廃

棄

物

2.中期環境経営目標

項目 単位

CO2排出係数　0.424KgCO2/KWh

2019年中部電力調整後排出係数

事務用品のグリーン購入

目標年度

2019年度

2019.5~2020.4

2021年度

2021.5~2022.4

2022年度

2022.5~2023.4

2023年度

2023.5~2024.4

2024年度

2024.5~2025.4

二

酸

化

炭

素

二酸化炭素排出量

廃棄物1ｔ当りの燃料使用量L (軽

油・ガソリンL/廃棄物運搬量ｔ）

廃

棄

物

水　使　用　量



5.  環境経営計画

5月 ６月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

遠　藤
①消灯の徹底(1回/週

チェックする)

遠　藤
②高効率照明機器の導入

(LED化)

遠　藤 ③未使用設備の電源OFF

遠　藤
①温度設定

夏28°・冬20°

遠　藤
②クールビズ・ウォームビ

ズ

遠　藤 ③未使用設備の電源OFF

遠　藤 ④フィルター定期清掃

遠　藤 ⑤遮光対策

平　岡 ①エコドライブ

平　岡
②日常・定期点検の実施

(空気圧要チェック）

平　岡 ③省エネ車の導入検討

平　岡 ④アイドリング　ストップ

平　岡 ⑤回収ルートの効率化

遠　藤 ①コピー用紙の両面使用

遠　藤 ②封筒の再利用

遠　藤 ③裏紙の再利用

産業廃棄物 藤　牧
①分別によるリサイクルの

推進

一般廃棄物 平　岡 ②新規顧客の開拓

遠　藤 ①流しっぱなしにしない

遠　藤
②水道を閉め忘れないよう

にする

遠　藤 ①環境ラベル対応品の購入

遠　藤
②何回も使える物品の購入

検討

用具・器具 遠　藤 ①環境ラベル登録品の購入

地域貢献
平　岡

①近隣の学校・子供会古紙

等回収する

(運用期間2021年5月～2022年4月）

目的 区分 項目 責任者 活動項目

スケジュール

二

酸

化

炭

素

の

削

減

購入

電力

照明

空調

ガソ

リン

軽油

塵芥車

ダンプ

カー

乗用車

グ

リ

ｰ

ン

購

入

事務用品

廃

棄

物

の

リ

サ

イ

ク

ル

事務所

節水 上水



基準期間

基準値 目標削減率 目標値 実績削減率(％) 実績値 評価

Kg-Co2 118,305.39 -1.5% 116,530.80 -8.920 107,752.01 ○

購入電力 Kwh 6,499 -1.5% 6,401.51 11.309 7,234 ×

ガソリン L 3223.11 -1.5% 3,174.76 8.673 3,502.64 ×

軽油 L 41,888.45 -1.5% 41,260.12 -10.654 37,425.84 ○

合計消費燃料 L 45,111.56 -1.5% 44,434.88 -9.273 40,928.48 ○

15.62 -1.5% 15.38 -5.750 14.72 ○

ｔ 0.120 -1.5% 0.11 -10.833 0.107 ○

ｔ 0 実績把握 － 15.530 －

㎥ 95 -1.5% 93.57 -1.053 94.000 ○

件 1 2 2 ○

2888.59 t

2780.62 t

二

酸

化

炭

素

二酸化炭素排出量

廃

棄

物

廃棄物1ｔ当りの燃料使用量Ｌ　

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

6.　環境経営目標の実績・取組結果

①運用期間（2020年5月~2021年4月）の実績

項目 単位

運用期間

2019年度

　5~4月(実績）
2021年5月~2022年4月

《　　評　価　　》

　総運搬量は基準年に比べ3.8%減少し、その結果として軽油が減り、ガソリンが増加している。これは収集効率を考え、

比較的少量の運搬にはガソリン車を使用したためである。また、電気使用量の増加はコロナによるエアコン使用の増加に

よるものである。この結果、廃棄物1t当たりの燃料使用量は基準年に比べ5.8%減少していることから、取り組みとしては

良い結果が得られた。

　社員1人1人、意識の定着が不可欠である。常に効率の良いルート検索・アイドリング停止等を行い、ＣＯ２削減・効率

を重視するよう取り組む。

水使用量

※2019年5月～2020年4月　廃棄物運搬量（自社分含む）

※2021年5月～2022年4月　廃棄物運搬量（自社分含む）

事務用品のグリーン購入



次年度の取組

評価 取組状況 取組予定

①消灯の徹底(1回/週チェックする) ○ 実施されていた 継続実施

②高効率照明機器の導入(LED化) × 取付が遅れている 継続実施

③未使用設備の電源OFF ○ 実施されていた 継続実施

①温度設定　夏28°・冬20° △ コロナで開放を心がけている 継続実施

②クールビズ・ウォームビズ ○ 実施されている 継続実施

③未使用設備の電源OFF ○ 実施されている 継続実施

④フィルター定期清掃 ○ 定期的に行うよう準備中 継続実施

⑤遮光対策 ○ 実施されている 継続実施

①エコドライブ ○ 実施されている 継続実施

②日常・定期点検の実施(空気圧要チェック） △ かなり実施されている 継続実施

③省エネ車の導入検討 × 買い替え時期により困難 継続実施

④アイドリング　ストップ △ かなり実施されている 継続実施

⑤回収ルートの効率化 ○ かなり実施されている 継続実施

①コピー用紙の両面使用 ○ 実施されている 継続実施

②封筒の再利用 ○ 実施されている 継続実施

③裏紙の再利用 ○ 実施されている 継続実施

産業廃棄物 ①分別によるリサイクルの推進 ○ 実施されている 継続実施

一般廃棄物 ②新規顧客の開拓 ○ 実施されている 継続実施

①流しっぱなしにしない ○ 実施されている 継続実施

②水道を閉め忘れないようにする。 ○ 実施されている 継続実施

①環境ラベル対応品の購入。 ○ 実施されている 継続実施

②何回も使える物品の購入検討。 ○ 実施されている 継続実施

用具・器具 ①環境ラベル登録品の購入。 ○ 実施されている 継続実施

地域貢献 ①近隣の学校・子供会古紙等回収する。 ○ 実施されている 継続実施

7. 環境経営計画の取組結果とその評価、及び次年度の環境経営計画

(運用期間：2021年5月～2022年4月）

目的 区分 項目 活動項目

運用期間評価

二

酸

化

炭

素

の

削

減

購入電力

照明

空調

ガソリン

軽油

塵芥車

ダンプ

カー

乗用車

グ

リ

ｰ

ン

購

入

事務用品

廃

棄

物

の

リ

サ

イ

ク

ル

事務所

節水 上水



８．　当社の取組み　　

☆社内注意書きで社員の意識付け

　　　　

☆自己チェック表で、エコ確認

　　　　　　　



1.環境関連法規の遵守状況

　　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反は、ありませんでした。

評価日　　　　　　　2022年　　4月　　10　日
評価者　　　　　　　管理責任者　　平岡　一斗

環境関連法規 要求事項 条項 具体的な確認内容 遵守状況

法第7条 許可証の有効期限 ○

法第7条の2 変更事項の有無 ○

施行令第3条 運搬基準 ○

法第11条関係 業務報告書 ○

産業廃棄物収集運搬業許可（静岡県） 法第14条 許可証の有効期限 ○

法第14条の2 変更事項の有無 ○

施行令第6条 運搬基準 ○

委託基準の厳守 契約書 ○

マニフェスト管理保管 5年間保管 ○

マニフェスト交付状況の報告 報告書 ○

自動車騒音に係る許容限度 政令第3条第1号他 パッカー車の稼働開始時間　注意 ○

悪臭防止 政令第4条２　他 パッカー車の洗浄　注意 ○

法第44条の3 ○

施行規則第38条 ○

事業者の責務 ○

公害防止・自然環境の保全 ○

環境負荷軽減 ○

廃棄物の適正処理 ○

再資源等の利用 ○

国、地方公共団体の施策に協力 ○

事業者の責務 ○

社会の物質循環の確保 ○

天然資源の消費抑制 ○

環境負荷軽減 ○

国、地方公共団体の施策に協力 ○

事業者の責務 ○

温室効果ガス発生抑制 ○

国、地方公共団体の施策に協力 ○

事業者の責務 ○

環境物品等購入の推進 ○

消防法 火災の予防 車両・事務所の火災予防 ○

2.違反・訴訟等の有無

　　関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去1年間ありません。

9.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反・訴訟等の有無

廃棄物の処理及び清掃に関する

法律並びに該当する条例

一般廃棄物収集運搬業許可(静岡市）

法第12条

家電リサイクル法 特定家電機器の適正排出・収集運搬
家電リサイクル券保管

（3年間）

環境基本法

法第8条

エコアクション21

の積極的取組

循環型社会形成推進基本法 法第11条

エコアクション21

の積極的取組

４Ｒへの努力（Refuse発生回避・Reduce排出

抑制・Reuse再利用・Recycle再資源化）

地球温暖化対策の推進に関する

法律
法第5条

エコアクション21

の積極的取組

国等による環境物品の調達の推

進等に関する法律 法第5条
環境ラベル・証明書



作成　 2022年5月20日

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □

6 □

7 □

8 □

有限会社　藤牧商店

　　取締役　 平岡　一斗

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

Ⅹ　代表者による全体の評価と見直し・指示

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 電気・ガソリンは未達

環境経営計画及び取り組み実施状況 継続して取り組みます

環境関連法規要求一覧及び遵守状況 記録に記載いたしました。

外部コミュニケーション・対応記録 特に問題ありませんでした。

問題点の是正・予防措置の実施状況
効率的な収集運搬の取組が功を奏した。今後
もアイデアを出して実行していく。

取引先、業界、関係行政機関、その他の外部動向 継続して取り組みます

その他（                                            ）

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

　収集運搬量は3.8％減少しましたが、CO2排出量は約９％削減することが出来ました。内訳として、ガソリンが8.7％増加
し、軽油が10.7％減少したことによるものです。これは収集運搬効率を考えて、一部をガソリン車に代えた取り組みが功
を奏したと言えます。今後もアイデアを出し合いながら、より一層環境活動計画に積極的に取り組んでいきます。
再スタートを切ってから、まだ日も経っていないため、環境方針や環境マネジメントシステムその他については変更の必
要性はないと判断しますが、より良くするために目標や環境活動計画を見直すよう環境管理責任者に指示しました。

2022年5月20日

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

その他のシステム要素

その他（外部への対応）

環境経営目標
未達成になった要因を把握し、実情に合った目
標を検討すること

環境経営計画 企業価値向上の活動計画の検討をすること

環境に関する組織（実施体制含め）

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔


